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2 Ha－10 咀嘔活動による食品めテクスチヤ評価
○飯村由美子、中沢文子、高橋淳子＊、高田昌子＊＊
　　共立女大　＊聖セシリア女短大　叩共立女短大

食　　物

〈目的〉機器による食品のテクスチヤ測定値は、官能によるテクスチヤ評価と必ずしも対

応がよくない。歯にかかる咀喀力と歯の動きの同時測定を行い、食品にかかる力と食品の

変形から食品のテクスチヤ評価を試みた。
　〈方法〉第一大臼歯の抜けた被験者に圧力素子を埋め込んだ義歯を装着し、食べている時

の臼歯にかかる力(1ﾁｬﾝﾈﾙ)、小型磁石を歯に付けて咀喀活動中の磁場(Hx,Hy,Hz,3ﾁｬﾝﾈﾙ)変

化を測定した。4ﾁｬﾝﾈﾙの測定値を波形記憶装置に同時に取り込みパソコンで解析した。

試料は通常食されている食品を10×10×15nioiに切り義歯の上にのせて咀嘔を開始し、１噛

み目の変形一力曲線と機器測定と対比できるように計画した。

〈結果〉同列として下図はリンゴの結果である。Alは咀嘔力(kg/cin^)、A2は歯の上下運動

(ran)の時間変化、BはA図から得たりンゴの変形一力曲線を示した。
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５月22日（日）Ｈ会場　午後2 :00～5 :00

2HP-1 三重県志摩地方における海女の食生活実態
岐阜女大家政　○小川宣子　岡田照子　外狩なつみ

1.目的：三重県志摩地方の海女の食生活調査を１年間行い、海女の食生活特性と海女の作

業が食摂取パターンに及ぼす影響について調べた。
2.方法：海女の作業時にウェットスーツを着用しない志島地区の海女４人(53～56歳）を

対象に1991年11月～1993年10月の間、調査を行った。栄養素摂取量を算出し、第四次改定
栄養所要量及び平成３年国民栄養調査値と比較した。又、栄養素摂取量を変量とし、SAS

統計ソフトを用いて因子分析を行い、食生活パターンの検討を行った。
3.結果及び考察：栄養摂取状況は栄養所要量と比較して、脂質の充足率は79％で、1993年

の摂取量は1992年に比べ砂糖、菓子類が減り、嗜好飲料は増加の傾向にあり、油や糖分の
摂取を抑える傾向にあることが考えられた。カルシウム、ビタミンＡは105%、114%と充足

しており、これは豆類、乳類、緑黄色野菜、果実類の摂取量が多かった為と考えられる。
海女の食生活特性として海藻類の摂取量が国民栄養調査に比べて３倍以上と多く、メヒビ

汁やアラメの炒め物など海藻を利用した料理をよく食べる傾向によるものであった。

　海女の作業をする期間の体重は、作業しない期間に比べて＋1.1～-2Kgと変化が小さい

%-ﾌﾟと、４～-6Kgと変化が大きいｸﾞﾙづに分類できた。体重変化が大きいｸﾞﾙづの１日の食摂
取パターンは、作業をした日の昼食、夕食における主食、主菜、副菜の摂取量が、作業を

しない日に比べて少ないのに対し、変化が小さいｸﾞﾙｰﾌﾟでは作業をする日の朝食の副菜、昼

食の主菜又は夕食の主食、主菜、副菜のいずれかの摂取量が増加していた。全体として、

海女の作業をした日は主食が減少し、糖質の摂取量が減少する傾向にあった。
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